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諸々の社会奉仕を

今まで通りに実行していくには、

慈善・教育・そのほかの社会奉

仕の分野において世界でよいこ
とをするための基金を作るのが、

極めて適切であると思われる。

— アーチ・クランフ、1917年

ロータリー財団の誕生（1917年）



ロ―タリ―財団は、ロータリｰクラブおよび地区を通じて

実施され承認された人道的および教育的活動を支援す

るための寄付を受け、資金を配分する非営利団体である。

（ロータリ―財団章典10.010..2011年９月管理委員会会合、決定8号）

ロータリー財団の定義

ロータリー財団の使命

ロ―タリ―財団の使命は、ロータリ－会員が、人びとの

健康を改善し、質の高い教育を提供し、環境保護に取り

組み、貧困をなくすことを通じて、世界理解、親善、平和

を達成できるようにすることである。

（2022年手続要覧、ロータリ―財団章典10.020.）



・1917年 ア－チクランフがアトランタの国際大会で「世界で

よいことをする」ための基金設立の提案

・1917年 カンザスシティRCから最初の寄付 26㌦50ｾﾝﾄ

・1928年 ロ―タリ―財団と正式に命名

・1930年 財団の補助金第一号として国際障害児協会

へ500㌦寄贈

・1957年 ﾎﾟｰﾙ･ﾊﾘｽ･ﾌｪﾛｰの認証開始

・1979年 フィリピンの600万人以上の子供にポリオ予防

接種をおこなう

・1983年 非営利法人となる

・1985年 ポリオプラスのプログラム開始

・1999年 ロ－タリ－平和フェロ－開始
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・2002年 ポリオ根絶のための募金キャンペ－ンで１億

3千㌦を達成

・2012年 2007年にビルゲイツ財団よりの１億㌦のチャレ

ンジ補助金を受領しているが、さらにビルゲイ

ツ財団の2億㌦チャレンジに対して、ロ－タリｰ

は２億2,800万㌦を達成

これ以降もビルゲイツ財団よりの寄贈が続い

てる

・2020年 コロナに対する財団補助金活用

・2021年 シェアシステムの変更 （5％をＴＲＦに）

・2022年 災害救済基金はウクライナ難民、被災者支援に

優先的にに活用

・・・・・・ 現在にいたる
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ロータリー財団の評価

ロータリー財団の強固な財務健全性と説明責任並びに透明性への

コミットメントが高く評価されております。



2024～25年度
ロータリー財団管理委員会

マーク・ダニエル・マローニー
2024-25年度管理委員長
2021-25年度管理委員
Decaturロータリークラブ
米国アラバマ州

ホルガー・クナーク
2024-25年度管理委員長
エレクト
2022-26年度管理委員
Herzogtum Lauenburg-
Möllnロータリークラブ
ドイツ

ジョン・ヒューコ
事務総長兼最高経営責任者
Kyivロータリークラブ
ウクライナ



公益財団法人ロータリー日本財団

・公益財団法人ロータリー日本財団は、ロータリーの奉仕の理念に基づき、人々の健

康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済することを通じて、世界理解、

親善、平和を達成できるようにすることを目的とする。

・公益財団法人ロータリー日本財団は、国際ロータリーのロータリー財団の協力財団

である。2009年6月11日に一般財団法人として設立され、2010年12月24日、公益社

団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律（平成18年法律第49号）第4条に

基づき、内閣総理大臣より公益財団法人の認定を受けた。

理事長 千 玄室（京都RC）



ロータリー財団の基本的なプログラム

※青少年交換留学生、インターアクト、ローターアクト、ＲＹＬＡ、米山奨学生等

については、ロータリー財団のプログラムではありません。

財団プログラム

大規模プログラム
補助金

ロ-タリ-
平和センタ-

災害救援
補助金地区補助金グロ-バル補助金ポリオプラス



国際ロータリー第２７５０地区
２０２５～２６年度 ロータリー財団委員会

ロータリー財団委員会

委 員 長 皆 川 明 良

副 委 員 長 栁 邦 明

同 上 西 村 弘之
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２０２５～２６年度 ロータリー財団委員会

財団各小委員会の構成

1. 資金推進委員会 （須田宏樹委員長）

2. 資金管理委員会 （横山宗祐委員長）

3. 補助金委員会 (勝山宏則委員長）

4. ポリオプラス委員会 （尾関 勇委員長）

5. 奨学・学友・VTT委員会 (酒葉乃里子委員長）

6. ロータリ－平和フェロ－シップ委員会

(蓮見雅則委員長）



国際ロータリー第２７５０地区
２０２５～２６年度 ロータリー財団委員会

1.資金推進委員会のポイント
・年次基金・恒久基金・PHS他の寄付

・財団への寄付目標の理解

・寄付３年後の各クラブへの補助金還元の理解

2.資金管理委員会のポイント
・MOUの提出

（Memorandum of Understanding)

・申請・報告の遵守
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２０２５～２６年度 ロータリー財団委員会

3. 補助金委員会のポイント
・地区補助金(DG),グローバル補助金(GG)

・支給条件と補助金対象活動の理解

4. ポリオプラス委員会のポイント
・毎年開催されるポリオディへの参加

・ポリオ根絶支援企業の募集など

・PPS (ポリオ・プラス・ソサエティ）への寄付



国際ロータリー第２７５０地区
２０２５～２６年度 ロータリー財団委員会

5.奨学・学友・VTT委員会のポイント
・GGを利用した奨学生の募集・選考・派遣

・帰国した奨学生の学友会のサポ－ト

・VTT(職業研修チーム）の派遣

（Vocational  Training  Team)

6. 平和フェロ－シップ委員会のポイント
・ロータリ－平和センタ－で学ぶ学生の支援

（日本では、国際基督教大学）
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補助金申請金額・件数

DG  60件 177,700 ＄ 1,955万 （三浦G年度）
65      187,106     2,432    （富澤G年度）
65      206,311        2,743 (宮崎G年度）
74      215,336        3,306     (伊藤G年度）

GG 最近増加傾向
7 件承認済 認証待ち 6件
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（単位：ドル）ロ－タリ－財団 寄付報告

2024〜2025年度 （半年間）
寄付の種類

① / ②② 日本全体① 第2750地区

8%7,132,639.70544,588.52総額
年次基金

139%87.00121.15１人あたり

8%1,822,312.21153,347.24ポリオプラス

7%1,290,512.6094,808.97恒久基金

14%111,188.4915,998.42その他基金

8%10,356,653.00808,743.15合計

5%81,985 4,496 会員数



国際ロータリー第２７５０地区
２０２５～２６年度 ロータリー財団委員会

（単位：ドル）ロ－タリ－財団 寄付報告

2023~2024年度 （年間）
寄付の種類

① / ②② 日本全体① 第2750地区

7%11,141,160.71$766,856.69総額
年次基金

127%135.27$171.21１人あたり

7%2,601,078.58170,815.08ポリオプラス

7%2,306,589.23170,053.02恒久基金

6%362,186.6421,390.82その他基金

7%16,411,015.161,129,115.61合計

5%82,362 4,479 会員数



国際ロータリー第２７５０地区
２０２５～２６年度 ロータリー財団委員会

今年度の財団委員会コンセプト

★ロータリ－財団への理解をめざす

・補助金申請金額・件数

・寄付金額・件数

・ 新たな活動の取入れ

・ ポリオディなどイベント参加者数
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２０２５～２６年度 ロータリー財団委員会

財団資金推進委員会

委 員 長 須 田 宏 樹

副 委 員 長 萩 伸 雄

委 員 笹 山 園 美

同 上 堀 口 正 義



・ 財団プログラムの主な資金源となるのが年次基金、恒久基金、

ポリオプラス基金の地区目標に向けてご寄付をお願いしております。

各クラブの会長、幹事、財団委員長の方に財団の内容を深くご理解

を頂き財団委員会の伝道師としてのご協力をお願致します。

資金推進委員会



資金推進委員会

 寄付実績２４年７月～２４年１２月

 年次基金１００％以上達成 ３６クラブ

 ポリオプラス ４７クラブ

 恒久基金 ３１クラブ





ロータリー財団 寄付

寄付の分類
・年次基金

平和の推進、教育支援、平和推進などの活動

・恒久基金
恒久基金は元金は維持され、果実たる収益を使用

・ポリオプラス
ポリオ根絶活動の支援

・ロータリ－災害救援基金
災害救援、復興活動に使用

・その他の基金
グロｰバル補助金等への拠出、平和センタ－指定寄付など



WF（World Fund)

国際財団活動資金

DDF（District Designated 

Fund)

地区財団活動資金

47.5：47.5

シェア

グローバル補助金（GG）他
地区補助金（DG）
グローバル補助金の地区負担分、
RI第2750地区ロータリー奨学金、
ロータリー平和フェローシップ、ポ
リオ・プラスへの寄付 他

世界中のロータリークラブ
で使われています。 地区内のロータリークラブで使わ

れています。

年次基金は、この２
つの活動資金に
シュアされ、寄付年
度の３年後にいろ
いろなプロジェクト
に使われます。

シェア・システムによって、
年次基金は配分されます

すべての寄付が、世界中で使われています。



ロータリー財団 寄付
ロータリーカードでの寄付

・オリコ個人利用金額×０．３％

・オリコ法人利用額×０．５％

・ダイナースクラブカード利用金額×０．３％

・ダイナース個人カード利用金額×０．３％

ポリオ根絶活動資金へ



ロータリー財団 認証 1/2

認証の分類

・ポール・ハリス・フェロ－ （Ｐａｕｌ Harris Fellow  ＰＨＦ）

年次基金、ポリオプラス他に累計1,000ドル以上寄付した方

・ベネファクタｰ （Ｂｅｎｅｆａｃor)

恒久基金への寄付または誓約額1,000ドル以上の方

・メジャ－ドナ－ （Ｂmajor Donor  MD)
累積寄付の合計 1万ドル以上で個人または御夫妻に対して

・アーチ・クランフ・ソサエティ

（Ａｒｃｈ Ｋｌｕｍｐｈ Ｓｏｃｉｅｔｙ AKS) 
累積寄付額が25万ドル以上で個人または御夫妻に対して



ロータリー財団 認証 2/2
認証の分類

・ポール・ハリス・ソサエテイ （Ｐａｕｌ Harris Society  ＰＨS）

年次基金、ポリオプラス、財団承認の補助金プロジェクトに一

括でも合計でも毎年1,000ドル以上の支援をした方

・遺贈友の会 （Bbequest Society  ）

遺産計画で10,000ドル相当以上を恒久基金としてご寄付を誓約した

個人または夫妻の方

・レガシ－ソサエティ （Legacy  Society  ）

恒久基金に100万ドル以上の寄付（遺贈）した個人または夫妻の方



地区表彰について

RI 第2750 地区では、ロータリ－財団への寄付について
以下の3 つの表彰を行ないます

1) 寄付総額上位 ３ 位までのクラブ

2) 年次基金一人あたりの平均寄付額上位 ３ 位までのクラブ

3) 財団への地区寄付目標 ３ 部門の達成クラブ
（年次基金、恒久基金、ポリオプラス基金）



国際ロータリー第２７５０地区
２０２５～２６年度 ロータリー財団委員会

ポリオプラス委員会

委 員 長 尾関 勇

副 委 員 長 黒瀧 直昭

同 上 圓井 順子

委 員 清原 元輔 矢野 幸一

樽見 伸二 野川 直貴

利根川 竜一



ポリオプラスプログラム

1985年、ロータリーは、全世界で

ポリオの根絶をめざす

「ポリオプラスプログラム」

を設置しました。

ポリオプラスの「プラス」の意味は、最初はチフスや破傷風等の５つ

の伝染病のことを指していましたが、その後、ポリオの研究によって

得ることのできた多くの研究結果のことを指すようになりました。



ポリオプラスプログラム

ポリオとは

・正式名称「急性灰白髄炎」一般名「脊髄性小児麻痺」

・ポリオウイルスによって、人から人へのみ感染する。

・ウイルスには自然界に存在する野生株ウイルスと人工
的に作られたワクチン株ウイルスがある。

・手足が麻痺、筋肉が萎縮して極端に細くなる。
呼吸筋が侵され自発呼吸が出来なくなる事もある。

・治療法はなくワクチンによる予防のみが有効である。

・手足が麻痺・日本では1960～61年をピークに、その後
ワクチン投与が定期的に行われ、2000年に根絶が宣言
される。

・ ２００７年の規定審議会で、ポリオ根絶を国際ロータリー
の最優先の目標にすることが承認される。



ポリオワクチン
経口生ワクチン

ポリオウイルスの病原性を弱めてつくった
ワクチン。ポリオに感染した時とほぼ同様
の仕組みで強い免疫が出来る。まれにポ
リオを発症する事がある。

経口投与なので訓練を受ければ資格のな
い人でも投与出来る。

不活化ワクチン

ポリオウイルスを不活化（＝殺し）病原
性を無くし免疫つくるのに必要な成分を
取り出したワクチン。ウイルスとしての
働きはないので、ポリオを発症する事は
無い。

注射による投与なので、医師等資格の
ある人でないと投与出来ない。





野生株によるポリオ発症件数の推移

ポリオ根絶宣言 ３年間の野生株でのポリオ発症ゼロが証明され、ＷＨＯ（世界保健
機関）が根絶宣言をして世界中のポリオワクチン接種は終了する。



一人３０ドルのポリオプラス基金へのご寄付
当地区でのポリオプラス基金への寄付目標は一人３０ドルとなっております。



ポリオ根絶支援企業の募集

2024-25年度実績
1口50,000円のご寄付が

67企業80口
合計4,000,000円

誠にありがとうございました



The PolioPlus Society

毎年ポリオプラス基金へ１００ドルのご寄付をお約束して頂
けるロータリアンに登録証とソサエティメンバーのピンバッジ
をお送りさせて頂きます。

すでに多くの国々のロータリアンが参加して

頂いております。



ポリオ根絶チャリティーゴルフへのご参加

２０２５年３月３１日（月）
東京よみうりＣＣにて開催予定
主催 東京八王子北ロータリークラブ



世界ポリオデーのご紹介
今年度は、公共イメージ委員会、ロータリー財団委員会等で協力して

2024年10月20日の日曜日にEND POLIOの赤いTシャツを着て「世
界ポリオデー2024」を開催。



世界ポリオデーのご紹介

・ アークヒルズカラヤン広場に400名ほどのロータリアン関係者が集まり、

カラヤン広場から麻布台ヒルズを通るポリオウォークを実施しました。

・ また、キッチンカーの出店や、各委員会による縁日やTシャツ販売な

どブースを出したり、あらいぐまラスカルのぬいぐるみが子供たち好評。

・ 港区御成門中学校ブラスバンド部の演奏や、ポリオの会の皆さんとロ

ーターアクター、ロータリアンとのパネルディスカッションも行い、盛況

でした。

・ ポリオ根絶に向けた正しい知識を「改めて」発信できたのではないかと

実感し、伊藤ガバナーは、「こうした気付き、同じイベントにinvolveされる

一体感、共感する達成感はとても大事で、今回の大きな成果のひとつだ

と思う」と語っています。



世界ポリオデーのご紹介



国際ロータリー第２７５０地区
２０２５～２６年度 ロータリー財団委員会

奨学・学友・VTT委員会

委 員 長 酒葉乃里子

副 委 員 長 佐藤 秀樹 杉浦 藤一郎

委 員 鏑 木 孝和 森田 彰

大友 敬 狩集 英昭

岩本 弘光 楊 錦華

Bob Kelley



奨学金プログラム

創設者ポールハリスが逝去した後1８か月間に会員から寄せられた

100万ドル以上の寄付があり、国際理解を育むことを目的として大学

院留学のために奨学金として1947年に提供され、

ロータリー財団最初のプログラム となりました。

その後も教育での支援は続き、国際親善奨学生などを経て、現在

では7つの重点分野を専攻する学生に、グローバル補助金を活用し

て支援しています。



ロータリー奨学生

奨学金プログラム

クラブとの関り

援助国側（派遣側）実施国側（受入側）の各地区 /クラブ

が協力することが重要な要件のひとつ。

クラブの役割 ⇒ 援助国側： 補助金の申請/提供、奨学生のサポート

実施国側： 奨学生の受け入れ、現地での生活に関

するサポート

奨学生の役割 ⇒ 双方のクラブ例会での卓話、イベントへの参加

実施地域の奨学生との交流などロータリーとの連携

修了報告書の提出、帰国後の学友会への参加



学友の活動

大学院を修了した後、重点分野で測定可能かつ持続可能な変化をもたらすために、長
期的に活動や仕事をすることを目標に活躍されています。

勤務先 日本国大使館、JICA国際開発機構、WHO、UNWOMEN、国内外の病院など

国連事務次官 宇宙飛行士

中満泉さん 山崎直子さん



学友の活動

2013-14年度にロータリー財団奨学生として、英国London 
School of Economics（LSE）に派遣され、現在は、WFP（国
連世界食糧計画）でプログラム・ポリシー担当官として勤
務している高尾（田口）涼子さんにお話を伺いました。

2022年4月よりフィリピンのマニラに駐在し、フィリピン南部
ミンダナオ島にあるバンサモロ・ムスリム・ミンダナオ暫定
自治地域（BARMM）で食糧支援に携わっています。フィリ
ピンは、日本企業も多く進出し、セブ島などのリゾート地の
イメージが強いかもしれませんが、ミンダナオ島では４０年
以上も武力紛争が続いていました。2014年にフィリピン政
府と「モロ・イスラム解放戦線（MILF ）」との間で包括的な
和平合意となりましたが、現在は自治政府樹立に向け、
日本政府やJICA等のほかWFPを始めとした国連機関が
支援を行っています。長期的な紛争の影響を受け、マニラ
やセブ地域ではそれほどではありませんが、BARMMでは
65％が貧困層であり極めて貧しい地域です。つまり食糧
自給率が低く、栄養も足りていないため、日々摂取が必要
な食糧供給の手助けが必要なのです。私たちが届ける食
糧のうち米が一番多いですが、Cash for Workといって、現
金を渡すこともあり、それによって受益者が自分で必要な
ものを購入できる手助けをしています。

学友会ニュースレターより
2013－14年度 高尾涼子さん



重点分野別派遣人数

平和構築と紛争予防 14名

疾病予防と治療 11名

水と衛生 3名

母子の健康 2名

基礎教育と識字率向上 7名

地域社会の経済発展 14名

環境 1名

重点分野で
2014-2024年に
派遣した人数

52名



2022-2023年度 ロータリー財団奨学生２０１１-２5年度 財団奨学生輩出実績（2024.11現在）

人数輩出地区、所在国

522750

1Guam

51Japan

372650(京都, 福井, 滋賀,奈良）

37Japan

342590(横浜, 川崎)

34Japan

335890(米テキサス)

33United States

322780(横浜,川崎を除く神奈川)

32Japan

合計 / 人数輩出国

857United States

494Japan

123Canada

105Italy

71Australia

合計 / 人数留学先国

945England

454United States

133Netherlands

75France

73Scotland

当地区は2021年の前回調査時に続き

輩出数世界一
（データソース：TRF本部）



奨学生の募集について

下記要領で行いますので、優秀な方がいらっしゃいましたら
ご推薦ください。

期 間 2025年7月1日から9月30日
人 数 4～6名
奨学金 4万米ドル（DDF＋WF）
奨学金期間 1年間

【お問合せ先】
国際ロータリー第2750地区
ロータリー財団奨学学友VTT委員会
〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル３階
E-mail. sekine@rid2750.org
FAX. 03-5472-2750



国際ロータリー第２７５０地区
２０２５～２６年度 ロータリー財団委員会

・ロ－タリ－平和フェロ－シップ委員会

委 員 長 蓮見 雅則

副 委 員 長 近藤 修一

委 員 杉浦 藤一郎 村重 盛紀

花嶋 孝司 平田 久子

市浦 哲 Pablo Puga

和田直也



世界各地で協力と平和を推進し、紛争解決に
貢献するリーダー、平和フェローを育成する
ことを目的とした奨学金プログラムです。





●2580地区（東京･沖縄）

●2750地区（東京･北ﾏﾘｱﾅ諸島･ｸﾞｱﾑ･ﾐｸﾛﾈｼｱ･ﾊﾟﾗｵ）

●2590地区（神奈川）

●2780地区（神奈川）

●2770地区（埼玉）

●2790地区（千葉）

ホストエリア



2750地区の現役平和フェロー



平和フェローとカウンセラー初顔合わせ



フェローオリエンテーション



平和フェローたちの活躍

１７００人以上の平和フェロー学友が、平和構築
のために１１５ヶ国以上で活躍しています。学友
は、政府機関や教育・研究機関、国際的組織
（国連など）でリーダーとして仕事をしています。



本プログラム動画をご覧いただけます。

rotaryｰpeace.jp

ご清聴ありがとうございました。



202５‐2６年度委員長 勝山 宏則（東京品川RC）

補助金委員会



２０２５-２６年度

補助金管理セミナー

地区補助金について



補助金委員会の役割

１．ロータリー財団の地区補助金を利用するにあたってのルー
ルがあります。

２．提出書類等もいくつか必要です。

３．地区内のクラブの皆さんがスムーズに地区補助金を利用し

ていただくお手伝いをします。



地区補助金（ＤＧ）とは
地域社会、海外でその地域のニーズを満たす
短期のプロジェクト（人道的、教育的、環境保全
等）に使用できる補助金です。



2025-26年度2024-25年度

補助金管理セミナー2月6日

補助金受付開始4月１日

プロジェクト終了期限4月末

補助金受付締め切り報告書最終締め切り5月末

2750地区報告書TRFに提出6月末

TRFに補助金申請

承認後、プロジェクト開始8月

補助金振り込み

プロジェクト終了2025/4月末

報告書最終締め切り2025/5月末

2750地区報告書TRFに提出2026/6月末



ローターリークラブの支給基準

3年前のクラブの寄付実績を元に

①一人当たりの年次基金150ドル未満 1500ドルまで

但し、３年前のクラブ寄付金総額を限度とする

②一人当たりの年次基金150ドル以上250ドル未満 2500ドル

一人平均が250ドル以上350ドル未満 2800ドル

一人平均が350ドル以上450ドル未満 3100ドル

一人平均が450ドル以上 3400ドル

③3部門達成だと 800ドル上乗せ

④クラブ寄付合計が 20,000ドル以上だと 1000ドル上乗せ

クラブ寄付合計が 30,000ドル以上だと 1500ドル上乗せ



ローターアクトクラブの支給基準

１．３年前の寄付ゼロ ０ドル

２．１５０ドル未達成 ７５０ドル

３．１５０ドル達成 １５００ドル

尚、恒久基金を除きロータリークラブ並みの寄付が

行われた場合にはロータリークラブの支給基準に

準ずる（会員数１０名以上）



補助金支給の条件と注意点

１．ロータリアンが積極的、直接的に参加するプロジェクトであること
(ロータリーのプロジェクトである事が目に見えて識別できること）

２．クラブ拠出金の支出をお願いします。金額は問いません。

３．プロジェクトの実施は、2025年8月1日以降で、最終実施日は2026年4月30
日までとします。

この期間以外のプロジェクトに関する支払いはできません。

４．補助金支給金額はあくまでも上限とし、ご自身のクラブが必要とする
補助金申請をお願いします。

５．報道機関、クラブ会報、Ｗｅｂサイト等でプロジェクトを広報してください。

６．補助金申請の際はドル申請とします。換算レートは2025年4月の
ロータリーレートとします。支給は申請時のレートで支給します。



７．プロジェクト終了後１ヶ月以内に最終報告書を提出してください。

８．「ロータリー財団地区補助金とグローバル補助金授与と受諾の条件」

を遵守すること

９．地区補助金の申請は1クラブ1件とします。但し、クラブ合同プロジェクト

で代表クラブではないクラブは、別途他の地区補助金申請が可能

となります。



地区補助金事業の制約事項

ロータリー財団が定めたルールにより、以下の目的には地区補助金が適用されません。

詳しくは「ロータリー財団地区補助金の授与と受託の条件」をご覧ください。

授与と受託の条件を超えない範囲で、地区独自の裁量において、適合範囲を決めて
います。

１．特定の受益者、団体、地域社会に対する継続的または過度の支援

※同一プロジェクトあるいは、同一受益者に2年続けて実施することはできません。

２．土地及び建物の購入

３．募金活動（募金活動が付随しても良いが、募金活動に補助金の使用は不可）。

４．地区大会、創立記念式典などのロータリー行事に関連する経費

５．人道的活動または教育的活動に直接関連していない広報

６．1,000ドルを超えるプロジェクトの標識（ロータリーの盾、ロゴ、ステッカー、

看板等）

７．他団体の運営費、管理費、間接プログラム経費

８．受益者からの金銭の受領



９．受益者や協力団体への使途無指定の現金寄付

→使途指定の現金寄付を行った場合は協力団体の情報、購入品や設置場所

の写真、購入した全ての品の領収書と請求書のコピーを添付した協力団体か

らのロータリークラブ宛の領収書が必要

１０．既に進行中または完了した活動と経費

１１．ロータリアン、ロータリークラブ、ロータリー関係組織、ロータリーの職員、更に

これらの全ての者の配偶者・直系卑属・直系卑属の配偶者、直系尊属に直接

利益をもたらすこと

青少年交換学生を支援するプロジェクトを計画する場合の留意点

１．補助金の対象となる費用 →青少年交換学生の経費（国内旅行、活動

費、学用品費等）

２．補助金の認められない経費 → 青少年交換学生の生活費（食費、小

遣い等）、引率するロータリアンの経費、ホストファミリーに対する支払

※尚、2750地区では独自のルールとして、ＲＹＬＡに対する補助金は適用できない事
としています。インターアクトの奉仕プロジェクトのための補助金申請はスポンサー
クラブの申請となります



１．補助金専用口座の確認

72

①プロジェクト専用口座をお使いください。

②補助金利用プロジェクトに関わるすべての入出金を専用口座にて

行ってください。

③専用口座は、０にしてプロジェクトを開始し、終了時には０にしてご報

告ください。

④補助金入金前にプロジェクトを開始されるクラブは、専用口座にク

ラブ拠出金及び必要であれば補助金相当額を入金いただき、プロ

ジェクト終了時に、専用口座から補助金該当額をお戻しください。

専用口座からすべての出し入れが記録されることが重要です。



２．その他の事項

73

①他団体との共催の場合、他団体の広告や他団体が継続して使う

ものの購入、他団体の運営費に充当することのないようにして

ください。

②プロジェクトの受益者およびプロジェクトに関する支払先に

ロータリアン、ロータリアン関係者、家族、所属する会社等が

含まれないようにしてください。



１．申請時と実行時の大幅なプロジェクト内容

の変更について

74

申請時と実行時、報告時でプロジェクトの内容の大幅な変更はでき
ません。

大幅な内容の変更があった場合は、基本的に返金処理になります。

地区補助金委員会及び地区資金管理委員会が、やむを得ない変更と
認める場合もありますので、変更可能性が判明した時点で、必ず補助
金委員会にご相談ください。

※予算の変更、受益者の変更、支払先の変更、実施場所の変更

申請にない物品の購入 等



２．予算の変更について

75

①当初計画より支出額が大きくなった場合

不足額をクラブ拠出金にて対応してください。

②支出額が少なくなった場合

・クラブ拠出金の減額

・クラブ拠出金を０にしてもまだ残金がある場合

残金が１００ドル以上 余った金額全額を返金

残金が１００ドル未満 クラブニコニコへ

いずれも事前に補助金委員にご相談ください。



３．寄贈品について

76

寄贈品には、可能な限り 「ロータリー徽章」

及び 「ロータリークラブの名前」を明記ください。

例） プレート 、 シール 、立て札 等

※これらは、オクトンでも注文できますが、ロゴマークは、Mｙ Rotary

からダウンロードしてお使いいただいても結構です。使い方について
は、公共イメージ委員会より指針がありますので、お問合せください。

※上記については、すべて合わせて上限＄１,０００までとなります。



４．海外でのプロジェクトについて

77

地区補助金、グローバル補助金に関わらず、すべての補助金

プログラムは、クラブが主体（主催）あるいは共催のプロジェクト

である必要があります。「共催」は名前だけでなく、プロジェクトの

立案、計画、実行のすべてに深く関わることを言います。

コロナ下において、海外でのプロジェクトの場合、主体となって、

あるいは共催としてプロジェクトに深く関わることが、実行中に難

しくなることがありました。このことに十分ご留意いただいてプロ

ジェクトを成功に導いてください。



考えられる事例

①実際の実行は、現地の団体や企業に任せており、運営自体、把握できない

②自国ではないので、現地の様子が全くわからず、自らが管理できない

③現地の団体や企業を管理しきれず、実行内容が大幅に変更になった

④寄贈する予定のものが入手できず、別のものを寄贈した。

⑤現地が予算として考えていて、ある物品が安くなったため、他のものを購入し
た 注１）

⑥予算として考えていたため、あるものを安く購入し、別のものを高額なものに
変更した 注２）

※注１）、注２）に関しては、海外に限らず、日本国内でも問題になることがあり
ます。

現地の協力団体への現金寄付にならないようにご注意ください。



報告時のご留意事項

１．クラブが主体となって、プロジェクトを実行
した証明について

79

すべての補助金プログラムは、クラブが主体（主催）あるいは共催のプ
ロジェクトである必要があります。「共催」は名前だけでなく、プロジェクトの
立案、計画、実行のすべてに深く関わることを言います。

クラブが主体となって行ったことは、報告時の写真や広報資料等で判断
できます。これらの資料を報告時には必ずご用意ください。

・受益者とクラブメンバーの写真（プロジェクト実行時、引き渡し式等）

・現場での活動の様子のわかるもの（写真や広報資料）

・クラブ名が表示されているプレートやシール等（寄贈品や植栽等）

・クラブ宛ての、受益者からの感謝状や手紙

・広報資料（クラブのWebページ及びそれ以外の新聞記事等の資料）



報告時のご留意事項

２．提出期限について

80

・報告書の提出期限は、プロジェクト終了後、１か月以内です。報告書が完
了しませんと、新しい年度の補助金申請を承認することができず、新年度
のプロジェクトの実行に影響しますので、必ず１か月以内のご提出をお願
いいたします。

なお、何らかの理由で遅れる場合、もしくは可能性がある場合は、必ず
事前に補助金委員会にご報告、ご相談ください。

オンライン報告書に添付するもの

①領収書（銀行振り込みの場合を含むすべての支払い）

②プロジェクトに関する写真、新聞記事、Webページ等のプロジェクトの全
体がわかる資料

③補助金専用口座の表紙と明細のコピー

④補助金委員会もしくは資金管理委員会より依頼する各種の書類（必要な
場合）



 授与と受託の条件をベースに、その範囲を超えない、かつ地区側で新たに
制限を加えています。

81

・地区独自の裁量においては、各プロジェクトの適合内容の判断は地区の補助金

委員会で行っています。

・授与と受託の条件以外では、前年度の内容や問題点により、あるいは他の地区

で、本部の監査委員に指摘された情報を入手し、指摘がある前に事前に委員会で

範囲を決める場合があります。

・適合、不適合については、常にロータリー財団日本事務局とも連携をとっています。

・授与と受託の条件の記述内容の解釈や判断については、地区の補助金委員会

及び資金管理委員会にお任せください。

※上記にはハンドブックに掲載されていない内容も含まれることがあります。そのよ

うなケースに該当される場合、担当者からご連絡申し上げます。



授与と受託の条件における
利害の対立について

(Conflict of interest)

授与と受託の条件に記載されている「利害の対
立」は、ロータリー財団章典に記載されています。









 １．前年度と同じプロジェクト、同じ受益者には

実施できません

 ２．現金寄付又は寄付目的の行事には使用できません

 ３．８/１から４/３０の期間に実施してください

 ４．承認後のプロジェクト内容の変更はできません

 ５．補助金専用口座ですべての入出金を行ってください

 ６．受益者から金銭を受け取ってはいけません





２０２５年２月３日

地区補助金

オンライン申請の手順について



財団HPをクリック



補助金委員会をクリック



２月下旬に
オンライン申請シミュレーションがUPさ
れます



202４-2５年度

申請書/報告書をクリック

クラブIDとPASSが必要です







2024-25年度地区補助金申請用（2024年4月1日～5月31日）



2024-25年度地区補助金申請用（2024年4月1日～5月31日）



4月のレート







2023-24年度地区補助金申請用（2023年4月1日～5月31日）



 ２月３日 補助金管理セミナー

 ２月下旬 クラブIDとパスワードを配布

本マニュアルを補助金ページにUP

オンライン申請シュミレーション版利用可

 ４月１日午前 2025-26年度オンライン申請開始



２０２５年２月３日

グローバル補助金について（GG）

後藤 康之 委員／東京米山友愛RC  



 ３年前の年次基金への

一人あたりの平均寄付額が０円だった

 2024-25年度の補助金管理セミナーを欠席した

 2024-25年度に地区とのＭＯＵを締結していない

次のいずれかに該当するクラブは、
補助金支給の対象外とします



 ロータリーの７つの重点分野に該当する活動

 持続可能な成果をもたらす活動

 測定可能な成果をもたらす活動

 予算額30,000ドル以上の大規模なプロジェクト

 海外のパートナークラブと協同

以上に該当する人道的なプロジェクトを支援します

＊ただし補助金委員会の担当分

グローバル補助金（GG）とは



ＧＧの対象となるプログラムの条件

１）７つの重点分野に関連した人道的プロジェクト

・平和構築と紛争予防

・疾病予防と治療

・水と衛生

・母子の健康

・基本的教育と識字率向上

・地域社会の経済発展

・環境の保全



２）事前調査によるニーズの証明

地域のニーズを正確にかつ具体的に

証明するための事前調査を行う

３）持続可能なプロジェクト

補助金終了後も地域社会の人々が自力でニーズに

取り組めるよう支援することによって長期的な解決策をもたらす

４）測定可能なプロジェクト

評価に用いる基本データを記録し、少なくとも３年間、

どのような変化がもたらされたかを具体的に示せる



５）報告書

プロジェクト期間は１年以上でも問題ないが、

12ヶ月毎に中間報告書を提出する必要あり

最終報告書はプロジェクトは終了後2ヶ月以内に提出

６）「ロータリー財団地区補助金と

グローバル補助金授与と受諾の条件」を遵守

７）プロジェクト総額が30,000ドル以上



地区財団活動資金（DDF）だけでなく

国際財団活動資金（WF）からも、

プロジェクト予算として使用できます

GG補助金額と予算イメージ

援助国側クラブとして2,000ドルを拠出すると、

地区財団活動資金（ DDF ）より20,000ドル（最大10倍より）、

国際財団活動資金（ WF ）より16,000ドル（DDFの80％）、

プロジェクト合計額は38,000ドルとなります

２つの
補助金

試算例



My Rotaryからログインし、オンラインで申請します

①参加する→②補助金センター→③補助金の申請と進み、

④グローバル補助金を選択

「グローバル補助金 オンライン申請手続き」に申請内容の詳
細が記載されています

地区ＤＤＦを使用する場合はオンライン申請を行い、
申請データをPDF化して、補助金委員会にＤＤＦ申請し、
承認を得てください
ガバナー、ロータリー財団委員長の署名が必要です

オンライン申請は、クラブのプロジェクト担当者が直接入力
し、パートナークラブやTRF担当者とやりとりする必要があ
ります

GGの申請について



GG申請@My Rotary
には、手助けしてくれるリソースと参考資料があります！



GGの特徴
地域から世界へ より大きなインパクトを!

GG（グローバル補助金）は、
私たちクラブが拠出する資金（2,000ドル〜）や補助金（36,000ドル〜）を
利用して、７つの重点分野、大きな資金規模、海外クラブとの協同により、
私たちの行く事の出来ない場所で、実施する事の出来ない奉仕活動に使
えます

DG（地区補助金）は、
私たちクラブが拠出する資金（0円〜）や補助金（2,000〜5,000ドル）を
利用して、所属する地域の奉仕活動に使用します



GGの申請受付期間

今年度のDDF申請受付期間
2025年 3月1日～2026年 1月31日
随時受付ですが、DDF予算額に達した時点で終了します

GGは、クラブとTRFとの直接のやりとりになりますが、
補助金委員会では申請から終了までをサポートします
計画の早い段階でご相談ください

最後に、







GGを進める上で重要な点
東京米山友愛ロータリークラブのGG実績
計4件実施済（ここ3年は毎年）、5件目も申請予定

1)2750地区のGGは恵まれている、と理解する
→他地区よりもレバレッジが効く、大型PJに挑みやすい
2）国境を越えて信頼でき、共にPJへ取り込めるクラブを探す
（一番重要！）
→姉妹・友好クラブに限らず、先方の実行力も重要
3)信頼できるクラブと一緒に行えるPJは元々人気PJ
→コミュニケーションの密度以外にも、申請進捗スピードも重要
4)より対面で交流機会を積極的に持ち、関係を深める
→国際大会での交流に加え、実際に他RCの現地訪問を続ける



オンライン申請開始までのスケジュール

 ２月３日 補助金管理セミナー

 ２月下旬 クラブIDとパスワードを配布

本マニュアルを補助金ページにUP

オンライン申請シュミレーション版利用可

 ４月１日午前

2025-26年度オンライン 申請開始



補助金申請金額・件数

DG 60件 177,700 ＄ 1,955万 （三浦G年度）
65件 187,106     2,432  （富澤G年度）
65件 206,311          2,743 (宮崎G年度）
74件 215,336          3,306   (伊藤G年度）

GG 最近増加傾向

１３件が進行中



２０２４～２５年度での補助金の状況

1. 地区補助金（DG）
・７４件 3300万円

・平和予防3件、疾病予防9件、水と衛生4件、 母子の健康0件、

基本的教育31件、地域社会21件、環境6件

2. グローバル補助金（GG）
・13件のプロジェクト

平和1件、疾病7件、水1件、母子2件、教育2件、

地域社会1件、環境1件

３．報告書
・プロジェクト終了後1カ月以内の提出をお願いします。

・報告書が承認されないと翌年の申請ができません。



2025‐26年度委員長 横山宗祐（東京田園調布RC）

財団資金管理委員会



国際ロータリー第２７５０地区
２０２５～２６年度 ロータリー財団委員会

・財団資金管理委員会

委 員 長 横山 宗祐

副 委 員 長 大塚 豊嗣

委 員 村谷 晃司 小野 邦寿

喜多 嘉則 佐々木 悟



財団資金管理委員会の役割

 地区とクラブとの間で締結した覚書
(MOU)の管理

 地区補助金(DG)の報告書のチェック



地区の覚書(MOU)

 MOUは補助金(GG/DG)を適正に使用するという誓約書

 補助金管理セミナーの受講が必修条件

 参加資格は1年毎に更新されるため、毎年提出が必要
（提出期限:2025年3月31日（月）)

 原本郵送（2750地区ガバナー事務所宛）が原則ですが、
PDFファイルでのメール提出も可能です。

 MOU送付先アドレス: 2750mou@gmail.com

 メールでご提出いただいた場合は、MOUの原本は各ク
ラブで保管してください。



MOUを締結するための条件

 補助金管理セミナーに参加すること

 MOUを理解して会長エレクト（2025-26年度会
長）及び会長ノミニー（2026-27年度会長）が署名
して提出すること

 MOUのコピーは５年間保管すること

 補助金資金の使用に関しては、クラブが責任を
もって管理すること

 財団資金管理委員会の監査に協力すること



MOU提出
提出用のMOU

（本日配布しています）



締結する為の禁止事項

・ 不正・偽造・会員情報の改ざん・重大な過失・

不適切な行為・報告書の偽造・認められていな

い補助金資金使用等については参加資格が取

り消される場合があります。補助金も返金対象

となります

・ 未使用の補助金の承認外使用

・ 本来の目的と違う補助金使用

・ ロータリアンの経費

・ 団体が行う事業への資金提供



クラブ会長の責務

・ 補助金が適切な管理において使用されるように

してください

・ 補助金に関与する（受益者・物資調達先等）す

べての人がロータリアン及びロータリアンの

家族・関係者であると認識される事態を避ける

よう活動してください

・ 申請書に記載した内容以外の目的で補助金を

使用しないようにしてください



補助金の管理

・ 自クラブ宛の領収書のコピーの提出をして頂き

ます

（領収書が提出できないときは、請求書と振込用紙）

・ 当該年度０円から始まり０円で終わる専用口

座の通帳のコピーを提出して頂きます

・ 資金のやり取りはすべて専用口座を使用し

て行って頂きます

（条件を満たす場合には、ロータリーカードの使用可）



報告書について

・ 地区が指定する報告書を期日までに提出して

ください

（プロジェクト終了後1か月以内、最終2026年5月31日）

・ その際には補助金申請書・報告書ウェブサイト

で指定する必要書類もオンラインでご提出いた

だきます



監査結果と注意事項

監査による主な発見・指摘事項
・ 補助金受領前の支払であったが、専用口座に仮

払金を入金をせず、専用口座を通さずに購入先

に支払われていた

・ 申請時の支出額と、報告時の支出額が異なってい

たが、補助金委員会への事前相談がなく、理由書

も添付されていなかった

・ 見積書や領収書が添付されていない

・ 出納帳の記載と通帳の金額が不一致 など



書類の保管

 補助金活動を実施した際は書類（申請・報告
書）を１０年間保管してください。



補助金不正使用について

・ 地区は各クラブが高潔性をもって資金を使用してい

る事を前提としています。

・ クラブ内にて不正使用に関する管理監督体制を

構築して補助金を適切に使用するようにしてください。



国際ロータリー第２７５０地区 ２０２５～２６年度

補助金管理セミナー



国際ロータリー第２７５０地区 ２０２５－２６年度



国際ロータリー第２７５０地区 ２０２5～２6年度


